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最新鋭 第２粉末工場建設を決定 
～ ３Ｄプリンター等による市場拡大と高純度化ニーズに対応し、新市場を創生 ～ 

 
 

山陽特殊製鋼株式会社（社長 武田安夫、本社姫路市）は、本社工場内に、今回新たに第２粉末工場を建設する

ことを決定いたしました。建設費用は約 20 億円、工場建屋の完成は平成 28 年 10 月、稼働開始は平成 29 年度上期

を予定しております。 

 

当社が生産する金属粉末は、真空溶解と不活性ガスアトマ

イズの組み合わせにより不純物が少なく良好な球状であり、

多方面から好評を得ております。 

今回、３Ｄプリンター等による金属粉末の市場拡大、なら

びに電子部品分野を中心に年々高まっている金属粉末の高

信頼性、高純度化のニーズに対応するとともに、新市場の創

生に向けてクリーン度の高い工場を建設し、高純度真空溶解

ガスアトマイザーを２基導入いたします。また、最新鋭のデ

ィスクアトマイザーも１基導入し、高融点材料の高真球粉末

の製造研究、用途開発を進めてまいります。 

 

 

現在稼働している第１粉末工場は、平成元年稼働、世界最大級の 2t 真空溶解ガスアトマイザーを含め 3基の金属

粉末アトマイザーを有し、量産から小ロットの試作・開発まで対応できる体制を取っております。 

また、当社は、鉄鋼・産業機械向けの肉盛・溶射粉末、自動車向けのショットピーニン

グ投射粉、切削工具用粉末ハイス、モバイルデバイス向け電磁波吸収体扁平粉、各種ター

ゲット材など幅広い分野で用いられる高機能材料を提供しているほか、新たな市場の創生

にも取り組んでおります。 

加えて、製造現場に画期的な変化をもたらす可能性のある３

Ｄプリンター用金属粉末にも、当社の不純物の少ない球状粉末

は適しており、今後の同技術の普及に伴う金属粉末の需要増に

も対応してまいります。従来、３Ｄプリンター用金属粉末は、

海外メーカー材が主に使用されておりますが、国産化を推進す

ることで、お客様に近い立場で技術サポートを行ってまいりた

いと考えております。なお、当社は現在、経済産業省のプロジ

ェクト：次世代３Ｄ積層造形技術総合開発機構（TRAFAM）にも

参画しております。 

 

また、平成 27 年 10 月 7日(水)から 9日(金)にインテックス大阪にて開催される「第二回 関西高機能金属展」に

おいて、当社の高機能金属粉末などを出展いたしますので、是非ご来場ください。 

 

以上 

 

News Release 

■第２粉末工場のイメージ図 

■上：高真球金属粉末(電子顕微鏡写真） 

 下：３Ｄプリンターの造形例 
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